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春
運
漫
０
三
員
一
賞
、
利
薄
者
お
彗
様
全
桑
を
〒
鷲
ダ

ム
ヘ
花
見
ド
ラ
イ
ブ

Ｌ
再
誘

Ｆ
，
ま
暮
■
■

お
意
一は
現
地
で
弁
墨
を
食

へ
ｔ
う
∴
い
て
、　
一
藤

ｆ
姜

き
誇
る
姜
０
■
を
ヽ
一用
者
雷
警
〓
ｔ
ち
ろ
た
、
議
員

ｔ
存
分
≪
楽
し
ま
せ
て

」ヽア‐・一ヽ
な
に
Ｃヽ
二よ
　
」で
」ヽ．

歪真

ヽ｀

理

金

ヽ

信
鶴
仏
　
　
・一

私
た
ち
は
利
用
者
の
方
、

ご
家
族
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る

安
全
で
賃
の
高

い
介
護
を

提
供

い
た
し
ま
す
。

尊

重

ミ

に
？

」も

っ
た

環
境
づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。

『劃け̈
響瞬脚報鮮瓢

畳謬淋単な数敏麺Ｈう

努
力
し
ま
す
。　

　
　
ム
西

特別養護老人ホーム

桜 の 里

発行者 椎 葉 源 二
〒868-0701
球磨●1水上村大字岩野26581

露ヨ話 0966-44-0770



第28号/平成26年 6月 1日発行

利第
二
回
桜
の
里

用
者
家
族
会
通
常
総
会

平
成
２６
年
５
月
２５
日

五
月
二
十
五
日
０
に
第
二
回
桜
の
里
利
用
者
家
族

会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

永
井
家
族
会
会
長
様
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
家

族
会
予
算
の
執
行
状
況
や
事
業
報
告
、
新
年
度
予
算

案
や
事
業
計
画
案
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
家
族
会
役
員
の
方
々
か

ら
、
Ｆ
」
の
会
に
よ
り
多
く
の
ご
家
族
様
が
参
加
い

た
だ
き
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

」
、
「桜

の
里
の
職
員
さ
ん
は
研
修
や
教
育
が
行
き
届
い
て
い

て
安
心
し
て
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
施
設
側
か
ら
は
、
翼
」
家
族
様
方

か
ら
施
設
に
対
し
て
忌
憚
の
な
い
意
見
等
を
気
軽
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
の
雰
囲
気
作
り
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

」
な
ど
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

家
族
会
の
皆
様
、
今
後
と
も
桜
の
里
へ
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（写
真
は
会

議
の
様
子
と
、
家
族
会
役
員
様
の
集
合
写
真
で
す
）

2月 から3月 いつぱいは、「人吉球磨はひな祭り 1」 という観光キャン
ペーンが繰り広げられ、桜の里のご利用者の皆様もさっそくひな人形
見物に出かけられました。ようやく冬も終わり、気持ちの良い季節を
ご利用者皆様も存分に感じていただきたく思います。

用者の皆様が豆を思いっきりぶつけら
れ、厄を払つておられました。豆まき終
了後は利用者、職員共に和気あいあいと
記念写真に収まりました。今年も平和な
一年でありますように。

-2月

かわい塾 か

―  (岩野保育園)

分の日、職員扮する鬼 lcr」
人吉球磨のひな祭り
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８
月
２３
日
０
は
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今季も様々なボランティア団体様が桜の里を訪れてくださいました。毎月の 「麦
の会」様に加え、5月 からは「石尾様のピアノで歌う会」も毎月始まりました。 it,
ベテランの団体様に加え、慈光保育園様や岩野小学校様のように孫やひ孫のよう

｀
ξ雪:

な子供達とのふれあいにご利用者は大変感激されていました。

ヽ
纏
轟
晋

ゝ
レ
・

へ

轟
欝

ヽ
〓
●
・

桜
の
里
の
夏
祭
り
！

慈圭慢琴眉様
(平成26年 2月 28日 )

ヽ
一・瑾

話

一

:.1奪 ■ ,幸幸善
(平成26年4月 21日 )

ミ■妻叢
(毎月)

今
年
も
、
厳
し

い
残
暑
を
吹
き
飛

ば
す
べ
く
、
恒
例

に
な
り
ま
し
た
「桜

の
里
納
涼
祭
」
を
八
月
二
十
三
日
に

開
催

い
た
し
ま
す
。
今
回
で
十
回
目

の
記
念
と
な
る
納
涼
祭
は
、
桜

の
里

の
新
施
設

の
開
業
と
あ

い
ま

っ
て
、

例
年
に
も
増
し
て
盛
大
な
夏
祭
り
と

な
り
そ
う
で
す
．

地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

ま
し
て
、
水
上
村

の
廣
瀬
親
吾
村
長

様
、
関
係
機
関

の
ご
来
賓
様
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
様

の
賑
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
と
桜

の
里
職
員
に
よ
る
楽
し

い
出
し
物
な
ど
で
お
迎
え
い
た
し
ま

す
こ
ま
た
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
な

ど
の
屋
台
出
店
と
、
素
晴
ら
し
い
景

品
が
当
た

る
抽
選
会
も
ご
ざ

い
ま

す
―

お
メ
譲
難
で
　
ま

瘍

筆野事学校犠
(平成26年
2月 14日 ・27日 )

=響
等 '事異書 itti｀ 1■事

(平成26年 2月 13日 )

ジ ]ギ FI曇輩テ毒奪
(平成26年 3月 13日 )

・〈〓
轟歌で

用
，Ｆ
毎

予
ｒ
巧

Ｆ〓
肋

母

“

華轟咤
一

´ 一

一
一

今
年
も
地
域

の
皆
様
方
、
た

く
さ
ん
の
ご
来

園
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ

ま

す
。

（
写

真

は
去
年

の
納
涼

祭

の

一
コ
マ
で

す
）

換

・，〉

ｒ

禰

．
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一
蔵
座
由
見
様

一
百
寿
の
お
祝
い

一′
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
４
月
Ｈ
日

一鷲
輩
一
藤
を

ア

　
　
　
　
・

′

一．　
ヽ

露ヽ
ｉ

・饒

　

　

　

ジ蓼

醸

:`

´
，
癬

ざ

鍼

理

膚

桜
の
里
東
町
に
お
住
ま
い
の
蔵
座

由
見
様
が
四
月
十
四
日
に
め
で
た
く

百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
ｃ当

日
は
ご
家
族
様
に
加
え
、
廣
瀬

親
吾
水
上
村
長
様
も
お
祝
い
に
か
け

つ
け
て
頂
き
盛
大
に
お
祝
い
を
い
た

し
ま
し
た
．

お
元
気
に
百
歳
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
蔵
座
様
、
こ
れ
か
ら
も
桜
の
里

の
大
切
な
家
族
と
し
て
ご
健
康
で
長

生
き
さ
れ
る
こ
と
を
職
員

一
同
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
〔

平
成
２６
年
度

入

社

式
平
成
２６
年
３
目
■
日

平
成

二
十
六
年
度

の
入
社
式

で

は
、
内
山
直
也

（南
稜
高
校
卒
業
）
、

平
川
太

一

（球
磨
商
業
高
校
卒
業
）

の
新
卒
二
名
と
事
務
職
員
の
尾
方
中

の
計
三
名
に
入
社
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
こ

入
社
式
は
二
月
二
十

一
日
に
行
わ

れ
緊
張

の
中
に
も
暖
か
な
雰
囲
気

の

入
社
式
で
し
た
。
新
入
職
員
の
皆
様

か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
桜

の
里
を
担

っ

て
い
く
と

い
う
意
気
込
み
が
伝
わ

っ

て
き
ま
し
た
。

ご¬

″ゞ 義  誓 務 あ 暮 導 ら T
と 員  を て 初 に

V(ま
う の  仰 確 期 発 の フ、し

桜
菫
消
防
訓
練

ι
戒
奎
車
志

『
ヽ
日

消だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
消
防
訓
練
が
五

月
二
十
八
日
に
上
球
磨
消
防
署
ご
指

導
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
は
お

一
人
お

一
人
を
慎
重
か

つ
迅
速
に
、
隣
接
す
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
桜
の
里
の
玄
関
ホ
ー
ル
ま

で
避
難
誘
導
し
ま
し
た
こ

発
見

・
通
報

。
初
期
消
火
、
そ
し

て
避
難
誘
導
訓
練
の
状
況
を
上
球
磨

消
防
署
の
訓
練
指
導
担
当
職
員
様
に

確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防

訓

練

平
成
％
年
５
月
ハ
日

再筆

そ

ハ
ｒ
■

炉
桑

Π
〓

，
．―

桜

の
里
で
は
、
外
部
研
修
参
加

の

他
に
月
二
回
、
施
設
内

で
の
職
員
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
．

特
に
外
部

の
講
師
を
お
招
き
し
て

の
研
修
は
二
月
に

「認
知
症
ケ
ア
」
、

二
月
に
は

「高
齢
者

口
腔
ケ
ア
」
の

研
修
を
先
生
方
に
ご
指
導

い
た
だ
き

ま
し
た
．．

一
　ヽ
ヽ

≒塁

彦 ull
√
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平
成
２６
年
２
月
以
降
に
桜
の
里

ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
入
り
を
し
た
職

員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

負
Ц
攘

〔
∵・つ

ち

や
ま
な

お
　
や

内
山
直
也

【所
属
部
署
】

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

早
く
仕
事
を
覚
え
て
介
護
福
祉
士
を

目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

ひ
ら
か

わ

た
　
い
ち

平
川
太

一

【所
属
部
署
】

特
養

（南
町
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

パ
ソ
コ
ン
が
得
意
で
す
。
介
護
の
仕

事
は
大
変
で
す
が
、
や
り
が
い
の
あ

る
大
切
な
職
場
で
す
の
で

一
日
で
も

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
い
で
す
っ

彦
摯

尾 お

方 だ
ひ

と

し中

【所
属
部
署
】

事
務

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

利
用
者
の
方
が
よ
り
良
い
生
活
を
さ

れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
ｃ

た
か
ら
べ
と
も
ひ
ろ

財
部
智
宏

【所
属
部
署
】

特
養

（東
町
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

利
用
者
の
方
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

難

・
一

金

ヽ
一．一

・ 一一

【所
属
部
署
】

特
養

（西
町
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

先
輩
に
早
く
追

い
つ
い
て
仲
良
く
な

り
、
色
々
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ア
ニ
メ
は
ブ
リ
ー
チ
と
ナ
ル
ト
と
ト

リ

コ
で
す
．
性
格
は

マ
イ
ベ
ー
ス
で

す
「
漢
字
が
苦
手
で
す
＾

′
ヽ
　

´̈
一
　

´
」

」
´
，
ん

た

久
保
田
健
太

に
し

　

　

の
ぶ

・
ヽ

西
　
展
子

【所
属
部
署
】

特
養

（東
町
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

利
用
者
の
方
に
い
つ
も
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
介
護
職
員
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

t翁
ま

つ

一
た
　

，ま
　
り

　

こ

松
田
真
理
子

【所
属
部
署
】

事
務

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

ご
利
用
者

の
方
の
名
前

。
お
顔
を
早

く
覚
え
て
仕
事
も
頑
張
り
た

い
と
思

い
一よ
キ
ソ
＾ヽ

Ⅷ
．畿

一ヽ・‘＼
稲
冨
環
枝

【所
属
部
署
】

特
養

（西
町
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

亀
・

´
・　
　
　
ｒ

く

わ

き
き

ゆ
う

キ
）

桑
崎
祐
貴

【所
属
部
署
】

特
養

（新
施
設
）

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

未
経
験
で
す
が
、
少
し
で
も
先
輩
方

に
追
い
つ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
八
月
オ
ー
プ

ン
予

定

の
、
「
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

の
建
設
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。

地

上

三

階

建

て

の

施

設

は
、

二
十
九
名

の
ご
利
用
者
が
入
居
可
能

で
す
。
こ
の
地
域
で
長
年
生
活
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
方
を
馴
染
み
の
環
境

の

中
で
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
し
て
頂
く
こ

と
が
で
き
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

ど
ん
な
外
観
に
な
る
か
は
お
楽
し

み
に
―

【所
属
部
署
】

事
務

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

体
力
千
目
信
あ
り
ま
す
。
地
元
に

帰

っ
て
き
て
四
年
、
風
邪
を
ひ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ご
く
あ

っ

て
い
る
土
地
で
す
。

【所
属
部
署
】

事
務

【ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

こ
れ
か
ら
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
千

支
が
亥
年
で
猪
突
猛
進
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま
す
，

い
　

は

ら

う́

　

か

猪
原
瑠
夏

椎れ
葉は

舞議



第28号/平成 26年 6月 1日 発行 さ く ら 重 信 (6)

桜の里の窓口を飾る
事務部門

桜の里における総務、経理、庶務を――手に取りしきる仕事を

こなしながら、こ利用者様及びご家族様と施設、サービス事

業所との連絡などを行い、また職員が気持ちよく業務をこな

すための環境づくりも行っています。桜の里にお越しの際に

はどうぞお気軽に声をかけてくださいね :

一一一一一一一　・十一一．一一

「一一一カ
_単 ノイ

ノ
ン

L´

' 今回は、「在宅介護の留意点その3(歩fj

写真右から、米良格事務長、尾方中事務職員、

竹本美紀事務職員、猪原瑠夏事務職員、椎葉
舞事務職員、松田真理子事務職員ですっ

視寛障害者の歩籍介助
視覚障害者の方は歩行する際、かなり不安な

=手
です=声

桂卜けが大切です。

具体的な歩行距離や目的地など、事前にしつから議 してお
きましょう。

段差がある場合や方向を示す場合は具体的にモ示 しましょ
つ。

桜の里居宅介護支援事業所

猪原 清

/′基礎 の介効 )」 についてお伝えします.

ハ
一
），́）

歩行介動で注意 したしヽこと
,履き物はサイズに気を付けて、軽量で滑りにくいゴム底の
スニーカーが良いです。

・ 急に立ち上がるとふらつく危険性か
｀
あります3

歩調や歩幅は必ずその方のペースに合わせ、垣詩休憩も入
れましょう。

向かい合わせで介助する時は、モ手の:■ を支えてあげると

誘導 しやすくなります。

岐奄使用 した歩行介勤
杖には色んな種類がありますt本人の状態にあったものを
選びましょう。

・杖の先には必ずゴムの滑り止めが付tlて いるものを選びま
しょう。

1介助者は相手が杖を持たない方の斜め後方に立ち介助 しま
す。

'相手が不安定な場合には腰に手を添えるか安全ベル トをし
て支えましょう。

月 ボランティア※ 特月1養護老人ホーム桜の里 デイサービス桜CD里 グループホーム桜の里 1 研修会 。その他

6月
麦の会 (湯前町他 )

石尾先生ピアノで歌おう(多長本]I)

菖蒲花見 ドライブ 菖蒲花見 ドライブ 菖蒲花見 ドライブ  ||:不具実三モ導1各事業所)

7月
久保田令子様ハーモニカ演奏(横浜市)

麦の会 (湯前田]他 )

石尾先生ビアノで歌おう(多艮木町)

そうめん流し そうめん流し そうめん流 し

8月
諄 躙 巫

苅昌ズ 婆謡

助
桜の里納涼祭 (8/23)

桜の里納涼祭(8/23)地域密着型施設竣工

利用者家族交流会  水上中学項ワークキャンプ

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ ご家族様ヘ


